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1　緒

　のりもの酔いは、文明が進むにつれて増加する傾向に

あり、このような人にとつて近代的交通機関を利用でき

ない悩みは大きい。特に幼児及び学童がのりものに酔う

との訴えは近年益々増大している。しかも、のりものに

酔うものは、同時に立ちくらみ、食欲不振、顔色が悪い、

頭痛を訴えるなど、いろいろの神経症状を伴うことが多

く、幼児や学鍵の健全育成を阻害している一定の症状が

みられる。

　近時これらの症候群は、自律神経失調症なる名のもと

に統一され、とくにその一つの症候群としての起立性循

環調節障害症（O．D，と略す）として、まとめて研究が進

められている。

　しかし、のりもの酔いの発生原因とその疫学的研究は

多くはみられないのが現状であり、我が国では置田へ

三沢礼遠城寺3レ、らの報告がみられるにすぎない。外国

の報告では・主に空酔いの報告及びStarkenstein41の

船酔いの報告がある。

　しかしこれらの報告は、あるものはのりもの酔いの疫

学、あるものは治療のみの研究であり、疫学的研究、発

生に及ぽす因子の分析、及び治療までの一貫した研究は

極めて少いようである。

　我々はこののりもの酔いを幼児について調査し、のり

もの酔いの原因の分析、治療及び予防にまでわたつて研

究を行い、幼児の健全育成に寄与しようと試みた。

H　研　究　方　法

　昭和40年8月に、愛育病院で生れ、同保健指導部で保

健指導を受けていた4～7才の幼児1，576名に対し、第

1衷の調査用紙を郵送して調査分析した。

　併せて、乗物酔いのある幼児につき心電図によりO，D，

のテヌトを行い、0．D．陽性者には、エホチール及びカル

ニゲソを投与してその効果の有無を検索したが、この心

電図によるO．D．テストの研究は目下進行中で、来年度に

まとめる予定である。

1．　のりもの酔いの疫学

皿　研　究成　績

　1）　頻度（第2表）

　アソケートで返信のあつたものは、4才6カ月～7才

6ヵ月までの534例で、男児は276例、女児は258例で

ある。このうち今まで1回も酔つたことのないものは

323例で60．6％、即ち今まで酔つたことのあるものは

39．4％の多数を占めることが判明した。

　毎回酔うものは男児7例（2．5％）、女児10例（3．9％）、

時々酔うものは男児46例（16，7％）、女児52例（20、1％）、・

稀に酔うものは男児39例（14，1％）、女児50例（19．4％〉、

酔うけれども程度が不明のものは男児2例（0．7％）、女

児5例（1．9％）を占めていた。

　即ち酔うもののうち最も多いのは時々酔うものであり

それとほぽ同じ頻度で稀に酔うものが見られたが、毎回

酔う重症のものは2～4％にみられた。

　2）　年令的差異（P＜0，0001）

　各年令とも、ほぼ同じような頻度で酔つていて、年令

的差異はあまりみられなかつた0

　3）　男女差

　女児の方が男児よりも一般に酔い易く、男児では276

例中今まで酔つたことのあるものは94例（34％）である

のに対し、女児では258例中今まで酔つたことのあるも

のは117例（45．3％）と明らかに男児よりも多くみられ

た。この報告は従来の空酔い及びのりもの酔いの諸種の

報告と全く同じであつた。
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第1表のりもの酔い調査表
Table1．Questionaire

のりもの酔い調査表

工　1．

π

評聖（ ）婁昭和年月

2．

①現在の樋と身畏　父a魎（
　　　　　　　　　　　母a魎（
　②　小さい時の体格　　　　　父　a　ふとつていた

　　　　　　　　　　　母　a　ふとつていた
　③次のどれにあたりますか父a神経質型　b
　　　　　　　　　　　母a神経質型　b
　④のりものに酔いやすいですか

　　　　　　　　　　　父　a　イイエ　　b
　　　　　　　　　　　母　a　イイエ　　b
　⑤　たちぐらみにかかつたことがありますか

　　　　　　　　　　　父　a　イイエ　　b
　　　　　　　　　　　母　a　イイヱ　　b
3，　お子様のごきようだいについて

　①お子様たちのうち、

　　　　　a　イイエ
　　　　　b　ハ　イ＝　お子様（　人）のうち（

、お子様の、のりもの酔いについて

L
、

次の、のりものに乗つなこζがありますか

　　　　　a　バ　ス　　b　乗用車　　c　電　車、
　　　　　9　ケーブルカー　　h　喰一ブゥエィ

2．いままでにのりものに酔つたことははありますか’

　　　　　a　イイエ
　　　　　b ハイ：　④毎回　 ◎時々　 0稀に

日生まれ　　満　　才　　ヵ月

次の質間のうち、あてはまるものに○をつけ、　（）の中に記入して下さい。

　お子様の御様子

①　最近の体重と身長（　才　　カ月の測定）

　　　　a　体重（　　kg）　　b　身長（　　cm）
②　いままでどんな病気にかかりましたか。

　　　　（　　　1　　　　　　　　　　卜　　　　）
③お子様は体質的にいままで医師から注意されたことがありますか。

　　　　a　イイ鳳
　　　　bハイ＝④神経軍　◎自律神経失調症 ⊂）自家中毒症

　　　　　　　　　㊨神経性腹痛　　㊦滲出性体質　　㊦その他（

④御両親からみて次のどれにあてはまりますか。

　　　　a　神経質型　　b　普通　　c　のんびり型　　d　わからない
⑤　お子様は今までに次の症状になつたことがありますか。

　　　　a〉立ちあがると目まいをおこす、または目まいをおこしやすい。
　　　　b）立つていると気持が悪くなる
　　　　c）入浴の時またはいやなことを覧聞すると気持が悪くなる。

　　　　d）少し動くとどうき、息切れがする。
　　　　e）なかなか起きられず、午前中調子が悪い。一

　　　　f）顔色が蒼白い。
　　　　9）食欲カミなレ、o

　　　　h）だるい、または疲れやすい。
　　　　i）膀疵痛（強い腹痛）をときどき訴える。
　　　　j）頭痛をしぱしぱ訴える。

　御両親について
警）

駿）

　暮

のりものに酔うお子様はいますか

普通
普通

◎小児喘息
　）

b躾（尺c孚）
b身長（尺勤
普通　　C　やせていた
普通　　c　やせていた
　c　のんびり型
　c　のんびり型

イ　④毎回
イ　④毎回

イ　④毎回
イ　④毎回

◎時々

◎時々

◎時々
◎時々

人）酔う（本人も含めて）

◎稀に
⊂）稀に

o稀に
⊂）稀に

d　汽　車　　e　船　　f　飛行機
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◎　以下はのりものに酔つたことがある御子様だけ記入して下さい。

　1．いくつ頃から酔いは・じめましたか（　才　　カ月頃から）

　2．何才ごろがいちばんよく酔つたか（　才　　　　頃）

　3．今もよく酔いますか　　　　ハ　ィ　　　　ィィェ

　4，　どのようなのり物で酔いますか

　　　　　　aバス　b乗用車　c電車　d汽車　e船　f飛行機
　　　　　　9　ケープルカー　　h　ローブウエイ

　5．酔うのはのりものに乗つてどの位たつてからですか

　　　　　　（約　　時間　　分後）

　6．酔うのはのりものの場所に関係ありますか

　　　　　　a　イイエ
　　　　　　b　ハ　イ＝　④車の前にのると酔う　　◎バスの後の席にのると酔う　　◎その他（

　7．酔うのは1日のうち何時頃でしよう
　　　　　　a　関係なし　　b　朝方　　c　ひる　　d　夕方　　e　よる

　8．酔うのは天候と関係ありますか

　　　　　　a　イイエ
　　　　　　b　ハ　イ＝　④晴天　　◎くもり　　0雨降り　　（…）あらし

　9．酔うときはなにか一定の条件がありますか

　　　　　　a　イイ轟
　　　　　　b　ハ　イ＝　④食瑛のあと　　◎空腹の時　　0疲れた時　　㊤カゼなど病気の時

　　　　　　　　　　　　㊨ガソリソなどの臭う時　　㊦その他（　　　　　　　　　　　）

10．酔うのは　a　父母同伴のとき

　　　　　　　b　友達とのるとき
　　　　　　　c　一人でのるとき
　　　　　　　d　一定しない

　酔うときにはどんな症状になりますか

　　1．酔いはじめ　（a　　　　〉　（b　　　　）　（c　　　　）　（　　　　　）

　　2．酔つたとき
　　　　　　　a　めまい　　b　嘔気　　c　臭いが鼻につく　　d　頭痛　e　頭が重い　f
　　　　　　　9　胸苦しレ・　　ぬ　耳なり　　　i　胃力書重い　　　j　悪寒　　　k　嘔吐　　　1　歩駐血

　　　　　　　m　脳貧血　　n　あくびが出る　　o　汗が出る　　P　その他（

　酔つたときにはどうすると楽になりますか

　　　　　　　a　横になる　　b　後にもたれかかる　　c　遠くの景色をみせる
　　　　　　　d　その地（　　　　　　　）　　e　何をしても楽にならない　　f　薬をのむ

　酔いどめの薬について

　　1．酔いどめの薬をのみますか

　　　　　　　a　イイエ
　　　　　　　b　ハ　イ＝　薬の名（　　　　　　　　　　　）

　　2．薬はどの位の量をのんでいますか

　　　　　　　薬の名（　　）嵐　　誕）位
　　　　　　　　　　（　　　）を（　　叢）位
　　3，その薬はききますか
　　　　　　　a　イイエ　　b　ハ　イ

　　4．薬はいつのみますか
　　　　　　　a　のりものに乗る前（約　　分前）
　　　　　　　b　のりものに乗つてから（約　　　分後、
　　　　　　　c　嘔気をもよおしてから
　　　　　　　d　吐きはじめてから
　　　　　　　e　その他（　　　　　　）

）

腹痛

　）
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第2表車酔いの頻度
Table2．Frequency　of　Motion・sickness

毎回酔う
　（什）Everytime

時々酔う
　（＋）Sometimes

酔うが程度不明

U駄kaown

酔わない
　（一）

　　No

計
T
o
t
a
1

数
，
N
　
　

（％）

数
N
　
　

（％） 数　　（％）
N

数　　（％）
N

数　　（％）
N

！茅1一（M）男δ

　11ヵ月　　　　女♀

夏　（2）

L　（2）

7　（14）

9　（19）

9　（18）

12　（25〉
一
一

34　（66）

26　（54）

5L（1QQ）

48（100）

5才0～　　　男3

　5カ月　　　　女9

2　（3）

夏　（2）

12　（18）

LO　（17）

6　（9）

皇5　（26）

L　（2）

1　（2）

44　（68）

30　（53）

65（正00）

57（100）

5才6～　　　男8

　11ヵ月　　　　女♀

1　（2）

1　（2）

2　（4）

19　（3量）

8　（15〉

9　（14）
一
一

41　（79）

33　（53）

52（Loo）

62（Loo）

6才Q～　　　男6

　5ヵ月　　　　女♀

2　（4）

3　（10）

10　（20）

4　（13）

4　（8）

5　（止6）

｝
2
　
（

6）

32　（67）

17　（55）

48（LOO）

31（loo）

6才6～　　　男8

　11ヵ月　　　　女♀

『
3
　

（7）

7　（L8）

7　（18）

6　（15）

3　（7）

｝
2
　
（

5）

26　（67）

25　（63）

39（夏oo）

40（LOO）

7才0～　　　男δ

　5ヵ月　　　　女♀

L　（5）

1　（5）

3　（15）

3　（15）

6　（28）

6　（30）

艮　（5）

一

5　（24）

夏0　（50）

i6（100）

20（loo）

計　　　男a
Total

　　　女♀

7（2．5）

10（3．9）

41（皇6．7）

52（20，皇）

39（14．1）

50（19，4）

2（o．7）

5（1．9）

夏82（66．0）

L4皇（54．7）

271（100．0）

258（夏00．O）

酔うものの　男8
中の割合
　Rate　　女♀

（7．4）

（8．5〉

（48．9）

（44．4）

（41，5）

（42。8）

（2．1）

（4．3）

全　　　　数
　TotaI

監7（3．1） 93（18．3） 89（！6．7） 7（正．3） 323（60．6） 529（ioO．O）

酔うものの中の
割　　　　合
　　Rate

（8．真） （46．3） （42．2） （3．3）

酔わない
　　（一）

　　No
数
N
34

26

（％）

（66）

（54）

44　（68）

30　（53）

41　（79）

33　（53）

26　（67）

25　（63）

5　（24）

夏0　（50）

夏82（66．0）

L4皇（54．7）

323　（60．6）

計

Tota1

数
N
5L

48

（％）

（1QQ）

（100）

65（正00）

57（100）

52（Loo）

62（Loo）

39（夏oo）

40（LOO）

i6（100）

20（loo）

271（100．0）

258（夏00．O）

529（ioO．O）

　4）　初発年令（第3表）

　男女ともに2～4才が最も多く、それ以前及び、それ

以後は漸次減少する。しかし乳児から酔つたと訴えてい

るものも、約2％にみられたのは興味のあることであ

る。

　酔いの程度の強いものほど酔いの初発年令は低い傾向

にあり、統計的にも有異差をみた。

　即ち毎回酔う群では、初発年令が1才台のものが最も

多く・男女ともに40％台を占めているものに対し、時々

酔う群では男児は3～4才が70％を、女児では2～3才

が60％と過半数を占めている。稀に酔う群では時々酔う

群と同じく、男児は3～4才が69％、女児では2～3才

が61％を占める。酔いの軽いものほど年令が遅れて発生

するようになることは興味のあることである。

　又、女児の方が男児よりも酔いはじめの月令が早い傾

向にある力丸統計的には有異差はないo　（Pく0，2）

　5）　酔いの最高の年令（第4表）

　最もよく酔つた年令を答えたものは、男児58例、女児

69例である。この数は酔いはじめの年令のアソヶ一トで

答えたものよりも著しく少く・男児では68％・女児では

65％にすぎない。

　このことは酔いはじめの程度が強烈であり、且つ・酔

いが現在も進行中なので酔いの最高の年令を答えられな

いためと思われる。

　酔いの最もひどい時期は、3～4才であり、この年令

で80％を占めている。
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第3表　酔いはじめの年令
Table　3。　Age　beginning　to　su貿er

什 十 ± Tota里

数詳閉数諮、 　男8数N　％

0～ll’ヵ月（m）

L　　　才（y）

2　　　才（y）

3　　　才（y）

4　　　才（y）

5　　　才（y）

6　　　才（y）

7　　　才（y）

計　　Tota1

3（42）

2（29）

2（29）

7（loo）

1（U）II

4（45）

2（22）

2（22〉

　2（4）
　1（2）
　8（皇8）

l　l5（33）

　17（37）

　1（2）

　1（2）

　1（2）1
9（1・・）Ii46（1・Q）

数凸颪数槻1数概
1（2）

8（L5）

15（29）1

16（3i）1

9（皇7）

3（6）

2（6）

5（16）

12（38）

LO（31）

3（9）
1－

l 一
52（里・・）Il32（L・・）

14（32〉

13（29）

10（23）

6（i4）

1（2）

2（2）

6（7）

15（皇8）

27（32）

29（34）

4（5）

K（皇）

L（1）

44（1・・）185（1QQ）

2（2）

L2（u）

31（29）

29（28）

21（20）

9（9）

1（1）

真05（100）

第4表酔いの一番ひどかつた時期
Table4．Most　Suffered　Age

O～1
夏

2

3
4

5
6
7

計

朴 十 士 計　Tota1

O～11ケ月（m）
　　　　才（y）

　　　　才（y）

　　　　才（y）

　　　　才（y）

　　　　才（y）

　　　　才（y）

　　　　才（y）

Tota1

数識1数凸数謂努数轟数轟1数諮％
1（20）

1（20）

1（20）

2（40）

5（100）

3（60）

1（20）

1（20）

ヒ

6（20）

9（30）

11（37）

3（10）

夏（3）

5（1・・）Il3。（監・・）1

2（5）

19（49）

艮2（31）

3（7．5）

3（7．5）

2（9）

4（の
8（35）

7曳30）

2（9）

39（L・・）II23（1。。）1

9（36）

u（44）

3（L2）

2（8）

数N％1数N％
　皇（2）

　3（5）　 2（3）

　11（L9）　31（45）

　17　（29）　　　24　（35）

　20（34）　7（10）

　5（19）　5（7）
　1（2）　一

25（1・・）ll58（1・・）
69（100）

　酔いの程度と最も酔いの甚しい年令との関係をみると

毎回酔う群でセよ、　女児をま3才昏こ多し、傾向カミあるカ㍉　男児

では傾向がはつきりせず0～5才の間に分散していた。

このことは例数が少いせいもあろう。　（P＜0，3）　時々

酔う群及び稀に酔う群では、男児は4～5才に、女児は

3～4才にピークがあるのは酔いはじめの年令調査にお

いて、男児よりも女児の方が酔うのが若年令に多いのと

同じ関係にある。　（男女差P＜0．005）

　6）　現在の酔いの頻度

　現在も酔うかの質問に答えた男児艇例、女児108例に

ついてみると、現在も酔うものは、毎回酔うものに圧倒

的に多くみられ、稀に酔う群では、現在は酔わないもの

が殆どを占め、時々酔うものはその中間の値を示してい

る。

第5表現在の酔いの頻慶
Table5．　Incidence　of　Present　MQtion－sickness

　　　　　　　　　　　　　　ヤ
　　　　　M・S（＋）M・S（一）

　　　　　　N　％　　N　％

酔 う 酔わなレ
計Tota1

朴　十
男δ

女♀

7
8

N　　％

（100）　　　　　　　7　（100）

（80）　2　（20）　10（100）

　　男＄　5　（16）　28　（84）　33（止00）
士
　　女♀　　　4　　（9）　　　42　　（9皇）　　　46　　（皇00）

全数男δ
Tota1女♀

4重　（49〉　43　（51）　84（kOO）

44　（25）　64　（75）108（皇OO）
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2．のりもの酔い条件

　1）　のりものとの関係

　a，のりものの経験（第6衷）（第1図）

　イ）4～7才という東京在住の被調査幼児がのつたの

りものは第6表の通りである。最もよく利用したものは

乗用車（94％）で、次にバス（93％〉、電寧（89％）、汽

車（77％）である。

　ヶ一ブルカー、船、ローブウエイは約55％が乗つてい

る。飛行機は18％と意外に高率である。

　ロ）利用傾向に性差はない。

　ハ）利用したことのあるのりものは平均5．4種類であ

る。

　b，のりものと酔いの頻度（第7表）

　イ）最もよく酔つたのりものは乗用車であり、乗つた

ことのあるものの約80％という多数が酔つている。次に

バス（約40％〉であり。他ののりものは少く、3番目

の船は約8～9％であるが、これは荒天や長時間乗つ

ている場合にば・酔いの頻度は著しく上昇するであろ

う。

　電寧、汽車に酔つたものは3％と著しく少なく、その

酔いは時々酔う群に多かつた。

　飛行機に酔うものは5％にみられた。

　ロープウエーに酔うものが時々酔う群に4％みられた

ことは、この程度でも酔う小児のいる癖を示していて興

味深いことである。

　c．のりものの座席との関係（第8表）

　座席とは関係なしに酔うものが、男児85例中78例（92

100

ヌo

80

70

60

50

．’o

30

20

！0

第1図のりものの経験と酔い
Fig．1，VehiclesandM・S

のりものφ距験

＿．．－『．一一一‘＆蜘げ♪

　　　　LくAプ・5◎》 、

戦瓢1＝

酔欝llニ

　0
　　パ　沓　電　泥　船　馨　午　妥
　　ス　享　阜　寧　　　畿　見　畢
　　励‘似｝ぐ伽姻（励》‘吻（吻吻緬磁似1ぐ御吻）

％）、女児104例中92例（89％）とほとんどを占めてい

る9

　関係があるものでは、車の後の席に座つたとき酔うの

が男女児とも6～7％いるが、そのほかの座席では少な

い0

　2）体格との関係（第9表）

　体重、身長、カウブの指数と酔いには、それぞれはつ

きりした関係がみられなかつた。

　3）　体質傾向との関係（第10表）

　医師から、次のように診断されたことのある小児につ

第6表のりものの経験
Table6．Experience　of　Vehicles

酔 う　　群 酔わ ない群 全　　数 酔う群 酔わない群

M・S
（＋） M・S （一） Tota1

M・S（＋）M・S（一

数評㍉ 1数諮、 数許％ 1数許％ 数N　％
全（T，）
＄十♀

全（T，）
δ→ト♀

対　　　　　　　　　　象 94（100） H7（1QO）
1卜82（1・・）

里41（100）
Il534（1・。） ”21ユ（1・・）

323（ioO）

ハ　　　　　ス　Bus 92（98） 11L（95） 皇68（92） 夏26（89） 497（93） 203（96） 294（92）

乗　　用　　車Car 93（99） 115（98） 皇67（92） 互26（89） 501（94） 2Q8（99） 293（91）

電　　　　車Electr玉C・car 82（88） 103（88） 167（92） 且26（89） 478（89） 185（88） 293（9i）

汽　　　　車Train 75（80） 86（74） 旦42（78） UO（78） 4i3（77） 161（76） 252（78）

船　　　Ship 51（54） 58（50） EO8（59） 73（52） 290（54） 皇09（52） 181（56）

飛　　行　　機AerOPlane 21（22） 25（21） 28（16） 25（18） 99（ユ8） 46（22） 53（16）

ケーブルカー　Cable・car 53（56） 68（58） 皇06（58） 79（56） 306（57） 12夏（57） L85（57）

ローブウエイ　Rope　w段y 54（58） 55（53） 皇01（55） 80（57） 290（54） 109（52） 181（56）

経験したのりものの種数（平
均）　Vehicles（Average）

5．5 5．3 5．4 5．3 5．4
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第7表のりものの経験と酔い
Table7．　Experience　for　veh正els　and　Motion－s正ck職ess

什．

対象数男8（’7）女♀（10）男8（46）

＋　　　　　±　　i酔
　　　　　　　　　　　　う女♀（51）　男＄（38）　女♀（49）、数

N
　酔　　　酔　　　酔経う　　経う　　経う
　数　　　数　　　数
験経×100験経×100験経x10

畷　畷　畷

　酔　　　酔　　　酔経う　　経う　　経う
　数　　　数　　　数
験経×100験緩Xloo験錘×lo

畷　畷　畷

厨xIoo

駿
男女92112E

酔う数
経験数×100

M．S，N

　　XIQOE．N

δ　　♀　TotaI

ノミ　　　　　ス

　　Bus

乗　用　車
　　Car

　　（％

7　　58

7　　重oo

　　（％
10　　60

9　　78

　　（％
45　　42

46　　98

　　（％
49　　51

52　　8又

　　（％
38　　32

38　　79

　　（％
47　　32

49　　84

1諸1匝39
．諜9。

　　　9隻

46

＿44夏06

90

－82nO

81

＿4196

172

＿86201

電　　　　車
Electric・car

6　　　0 9　　　0 40　　　8 43　　　6 36　　　0 46　　　0
3 　3

2－　4　82

2
　　298

　5

＿　3互80

汽　　　車
　Train

6　　33 6　　　0 36　　18 39　　夏0 33　　　0 39　　　0 9 　8

3－11　72

4
＿
　
5
8
4

12

　　8156

　　船
　Ship
飛　行　機AerOPlane

ケーブルカー
　Cable・car

ローブウエイ

4　　50

3　　33

3　　　0

3

　　4　　25

　　0　　　0

　　5　　　0

0　、5　　　0

19　　16

9　　11

2L　　　O

26　　　4

24　　　8

8　　25

29　　　0

22　　　0

26　　　8

9　　夏2

27　　　0

25　　　0

28　　18

i4　　　2

30　　　0

26　　　0

9
4
0
　
－
2

　　7』』8＿14

コ　49
　　4　一之9
泄。
置、

　8

一吏456

　4

＿1922

0
－
　
0
64
2
－
　
6

皇5

＿14LO5

8
－
L
9
4
3
0
＿
　
0
μ5
　
1

Rope　way
15修 53 107

酔う乗物の種

瓠溜　　2，3　1、4
（Average）

1，6 1．5 1．3

第8表　のりものの座席との関係
Table8，　Seat揖nd　M。S

戯轟餓、臨1誌）誌）
関　　係　　な　　し
　　No　relat正Qn
車の前の席に坐ーつたとき

　　　Forseat
車の後の席に坐つたとき
　　　Rearseat
窓の側に坐れない、風が当
らないとき　　　　S娩uation

unexposed　to　wiud

Toεa1

7（1QO） 9（90）

1（皇0）

40（93）

3（7）

43（84）

3（6）

5（LO）

3玉（90〉41（96）

2（5）　1（2）

5（5）　1（2）

78（92）

5（6）

2（2）

93（89）

3（3）

7（7）

1（夏）

7（剛1・（】・・〉ll43（】。・）151（1・・）ll38（副43（】・・）ll85（1・・）1】。4（1D・）1

いて、酔いとの関係をみた。即ち神経質、自律神経失調

症・自家中確症・小児喘息・神経性腹痛及び滲出性体質

の6つである。

　a．体質傾向のあるものの酔いの頻度

体質傾向なしのものは・男児130例（男児全体の48％）・

女児135例（女児全体の53％）にみられた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　このうち、のりものに酔わないものは、男児では93例

（71％）・女児では89例（66％）を占めている。

　これに対し、体質傾向ありの小児では、のりものに酔

わないものぱ、男児で89例（62％）盛女児では砲例（44

％）とやや低い。

　即ち、男女ともに体質傾向をもつたものは、のりもの

一
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第9表体格との関係
Tablg9．St＾tuean（1M・S

体　　巫
Bっdywight

大　（L）

中　（M）

小（S）

1
　　什～＋　　　　±　　　　小計　Total　　　－

1数繊）1麺鑓腿並）1数並）羅叢遍認編諏菊顯邑）

身　　長

Height

カウブ指数

Kaup－lndex

計　　Tota1

大　（L）

中　（M）

小　（S）

計　TotaI

ふとりすぎ
　Obeslty
優　　　良
　Good
普　　　　通
　Norma1
や　　　　せ
　Skin血y

栄養朱調
Malnutrユtion

計　Tota1

19（40）

18（38）

LO（22）

26（45）

20（34）

］2（2L）

L8（55）

9（27）

6（18）

19（4董）37（婦45（43）89（54〉57（44）

濃1鵬li魏1網器
47鯉〔58璽）133鯉）1鯉≧1聖）i・・4（1・・）IL64鯉1132（…）

17（35）

27（56）

4（9）

29（56）

21（40）

2（4）

旦3（39）

18（55）

2（6〉

20（43）

19（4聖）

7（L6）

≦§（亘∞）15511・・1133（！・・）146亜狸（k・・）1

3（7）

2（4）

20（43）

18（39）

3（7）

1（2）

24（46）

24（46〉

3（6）

　　　　3（7）

i（3）　3（7）

夏7（53）IU（25）

聖2（38）　24（54

2（6）　3（7）

3・（37）49（55〉65（42）「8・（62）

3（4）

3（4）

37（47）

30（39）

5（6）

98（L・・）LL56（耳・・）い憩（1。・）

3（3）

4（4）

35（37）

48（5Q〉

’
6
（

6）

2（1）

5（3）

聖Oi（64）

48（3［）

　2（L）

2（2）

3（2）

57（44）

57（44）

n（8）

46（L・D）152（皇・・）i32（i・・）！44（監・・）178（1。・）196（聖・・）1158（1・・）1良3。（1・・）

に酔いやすく、とくに女児にその傾向が署しくみられ

た。　（Pく0，0001）

　b．体質傾向の内容（第1工表）

　神経質、自徳神経失調症、自家中毒症の群では、酔い

の頻度は著しく高く・しかも酔いの強いものが多くみら

れた（体質傾向のなしの群の2～3倍の頻度）。

　ついで、小児喘息、神経性腹痛群にやや多くみられて

いる（体質傾向なしの群の1．5～2倍）。

　しかし滲出性体質群では、その傾向は全くみられなか

つた。

　4）　性格との関係（第12表）

　両親の判断によつて、小児の性格を分けた揚合に、こ

　第10表　体質傾向との関係
　Tab畏e10．　CQnstitutiQn　an（L　M◎S

れと酔いとの間に関係があるかをみた。

　神経質と思われる群では、酔いの強いものがやや多く

ふつう型では酔いの軽いものが多い傾向があり、のんび

り型では酔うものと酔わないものの聞に差がみられなか

つた。

　5）　家族との関係

　a．父母の酔いとの関係（第13表）

　父母と子供の酔いには著しい相関がみられる。即ち酔

わない小児の群には・父母ともに酔わないものが過半数

を占め（男児56％、女児58％）、　これに反し、よく酔う

小児の群では、両親が酔わないものが少なかつた（男児

25％、女児27％）o　（P〈0．0001）

卦　～　＋
N　　（％）

　　±
N　　（％）　　　N （％）

計　Tota旦
N　　（％）

な　　し　（一）
隻30　（IOO）

135　（IOO）

　　　　　　　　　男
あ　　り　（＋）
　　　　　　　　　女

＄　　33　　（22）

9　　43　　（36）

22　　　　（16）　　　　　　89

23　　　　（20）　　　　　　52

（62）

（44）

L44　（100）

1i8　（loo）
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第1、表　体質傾向の内容
Table　11，　Cbntents　of　C（》nstit“t貢on

朴～十

数N（％）
数N　（％）

数N（％）

神　経　質男δ
　Nervousness　　女♀

i4

畳4

（38）　　　　5　　（i3）　　　　18　　（49）

（58）　　3　（i3）　　7　（29）

　　　’有症状数×100
　計　　対象数
Total　　Symptoms

数N（％）　N一×100
37（貰oo）

24（100）

E4

9

自律神経失調症Dysautonomia
男δ　　2（29）
女♀　　6（67）

（し4）　　4　（5フ）　　7（loo）

（の　　2　（22）　　9（LOO）

3
4

自家中臓男δPeriod亘c　Vomitting　女　9

7（50）

聰2（46）

2（14）15（36）
3（12）l　U（42）

14（正oo）

26（LOO）

5
10

小児喘息男8
　Asthma　　　　女♀

7（25）

3（27）

5（置8）「6（57）

2（18）i　6（55）
28（Loo）

u（100）

聖0

4

神経性腹痛1励
　Navelc。1正c　l女♀

3（25〉　！

5（33）　3

（8）　　8　（67）　　12（100）

（20）　　7　（47）　15（！OO）

4

6

滲出性体質男δ
Exsnd　Diathesis　　　女　9

19　（19）　19　（19）　63　（62）

i6　（29）　　LO　（18）　30　（53）

1・1（1・。）1

56（100）1

37

22

体
N
鵬 脇藷陰 20　（L6）　17　（13）　93　（71）

互9　（L4）　27　（20）　89　（66）

L30（LOO）

135（100）

47

53

第12表性格との関係
TabLeユ2，Character　and　M・S

経 質 普 型 り型

第13表　父母ののりもの酔いとの関係
Table13．Parents，M・S　and　Children♪s　M・S

両　親　酔　 う

　Parents’M。S（十）

片　親　酔　 う
EitherofP．→M・S（＋）

（＋）小　　計

両親酔わない　　P・M・S（一）

計　Tota1

升　～　＋ ±

　男＄
数N（％）

2（爆）

37（7真）

39（75）

13（25）

女♀　　男＄
数N（％）　数N　（％）

9（玉5）

36（58）

45（73）

17（27）

2（5）

24（62）

26（67）

13（33）

女♀　　男8
数N　（％）　数N　（％）

2（桑〉

28（56）

30（60）

20（40）

52（互・。）162（L・。）II39（皇・・）1 50（璽OO）

7（4〉

72（40）

79（44）

101（56）

180（覧00）

　女♀
数N（％）

ら（3〉

54（39）

58（42）

8重（58）

L39（loo）
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　いいかえれば、酔いの程度の強い群ほど、両親の酔い

の頻度が高くなる。

　b。父母の体格との関係

　④　体絡判定の基準作成＝（第14表）

　i　昭和38年度国民栄養調査による成人の体重、身長

を基準にして・その平均値からカウブ指数を算出した。

成人男子では21．45、女子では21．95となる。　（30～39才

の値をとつた。男子身長162．4±5．9cm、女子150．9±

5．1cm・男子体重56．99±7．22kg・女子50．10±7．04kg）

　ii体重は平均値を用い、身畏をM±形σ、M±σとし

て、段階を作成した。

　iiiこの身長の5段階と平均体重からカウブ指数を出

した。（男子では、M÷σ以上は24．3以上、M＋σ～M十

％σ＝22．9～24，2、M士残σ＝20．1～22，8、M一％σ～M

一σ＝18．7～20．0、M一σ以下＝工8．6以下。

　女子では・M＋σ以上究25．0以上・M＋σ～M＋％σ＝

23，5～24．9、M±彪σ頴20．5～23．4、M一麺σ～M一σこ

19，0～20，4、M一σ以下罵18，9以下）。

　iv判定

第14表　両親の体格判定

Table14，Judgement　for　Statue　of　Parents

A
B
C
D
E

㌔継9）巴轟留）1惚轡
父（Father）

64．2～

60，6～64．置

53，4～60，5

49．8～53，3

　　～49．7

169～
正66～！68

互60～L65

皇57～159

　～L56

24，3～

22，9～24．2

20．1～22，8

18，7↑γ20・2

　　～18．6

母（Mothr）

　a）ふとつている＝カウブ指数が、両親ともにM＋σ

以上か、一方がM＋σ以上で、片方がM＋σ～M＋形σ以

上のものを集めた。

　b）やせている＝両親ともにM一σ以上、　又は一方が

M一σ以上で、片方がM一％σ～M一σのもの。

　c）普通＝両親ともにM±％σの内にあるもの。

　d）ふとりとφせ＝両親の一方がM＋σ以上、片方が

M一σ以下の組合ぜ。

　e）その他＝これ以外の組合せのもの。

　◎　両親の体格判定の組合せ；495組の両親のうち、

ともにふとり型艀例（3％）、ともにやせ型55例（11％）、

ともに普通型69例（14％）、　ふとり型とやせ型の組合せ

は32例（6，5％）で残りは、その他の組合せである。

　⊂）父母の体格と小児の酔

　父母の体格を、二人ともふとり型・二人ともやせ型・

二入とも普通、一方がふとつて片方がやせ型、その他と

a 57．1～ 157ん 25．0～

b 53，6～57．0 154～皇56 23．5～24．9

C 46．5～53，5 149～153 20．5～23．4

d 43．1～46．4 ！46～L48 19，0～20．4

e ～43．O ～監45 ～18．9

（昭和38年国民栄養調査　30～39才の男女による）

分類して小児の酔いとの関係をみた（第15表）ご父母と

もにやせ型である場合その小児の酔いの頻度は多く、＋

～什の発生は、父母共に普通型の場合の約L5倍、±の

発生も・同様の傾向がみられた。　（Pく0．005）

　この父母ともにやせ型以外には各群の問に差がみられ・

なかつた。

　c．父母の性格との関係（第16表）

　両親が自分の性格及び相手の性狢を批判して、神経質、

普通・のんびりのどの型に入るかを判定し・そのくみ合

せと小児の酔いの程度との関係をみた。

　④　父母の性格分類

　返信で明記していた513例の父母のうち、最も多い組

合せは、神経質と普通、及び共に普通の型で夫々39％、

31％を占め・この2つの組合せが70％を占めている。10

％前後の組合せは、共に神経質な央婦、神経質とのんび

り型の組合せ、及び普通とのんびり型の組合せである。

　共にのんびり型の組合せは1，4％にすぎなかつた。

第15表　父母の体格との関係
Table15．Parent，s　BQdy・ProportiQn　and　M・S
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　◎　両親の性格との関係

　i　父母ともに普通の場合の小児の酔いの頻度を標準

にとつてみると、酔いの既応％は男児34％、女児41彩で

あり、しかも稀にしか酔わぬものの方が多くみられ毎回

酔うか、時々酔う型（＋～什）が男児11％、女児18％に

みられるにすぎなかつた。

　ii　父母ともに神経質な場合には、小児の酔いの頻度

は、普通型の場合と同じであるが、酔いの強いもの（＋

～升）は、男女児ともに普通型の2倍多くみられてい

る。　（Pく0．0001）

父母の性格組合せ

組合わせ　翻裟1％
神経質と普通NervOUSneSS＆nOrma夏

共　に　普　通

共に神経質
神経質とのんびり型

普通とのんびり型

共にのんびり型

Both　normal

Both　nervousness

Nerv．＆Unnerv，

Norma1＆Unnerv．

Both　Unnerv，

計　　Tota1

202

皇60

52

49

43

　7

39％i

31％

LO％・

9，5％「

　8％
1．4％

5131g免9％，

第16表　親の性格との関係
Table16．Parents，character　and　M・S

茎母共にのん

数

仔
～
＋
一
｝

十 5（23）

2（9）

15（68）

U（37）

3（互O）

L6（53）

里5（16）28（26）

U（U）24（23）

70（73）54（51）

10（35）3（16）LO（n）

2（7）4（2L）20（23）

16（58）更4（63）58（66）

互2（18）2（9）2（9）　　一

夏7（23）1（5）1（5）　　一
43（59）18（86）皇9（86）4（夏OO）

第17表　父母のたちくらみとの関係

Table17．　Parentsン0．D．and　Children’s　M・S

　　　　　　　　　　什一÷　　±　　　一　1
　　　　　　　　数轟）1数轟）数轟）i数艦撒謂あ）i数餓）1

計　　Tota1

数N　　（％）

留｛，i職

な　し（＿）　（両親）

計　　Tota1

5（IO）

30（59）

35（69）

L6（31）

12（20）

30（51）

42（71）

17（29）

5（13）

23（59）

28（72）

n（28）

6（13）

27（56）

33（69）

15（31）

35（20）

74（41）

109（61）

69（39）

19（互6）

54（46）

73（62）

44（38）

82　　（監7）

238　　（48）

夏72　　（35）

5璽（1Q・）159（夏・・）ll39（1・・）148（L・・）1い78（1・・）IU7（1・・）”
492　（100）

　iii神経質と普通型及び、神経質とのんびり型の組合

せに於いては、i及びiiの中間の値を示している。

　lv　のんびり型と普通の組合せの小児の酔いは、むし

ろ少い傾向を示した。

　v　父母ともにのんびり型は例数が少くて、酔いの傾

向がわからなかつた。

　d．父母のたちくらみとの関係（第17表）

　父母ともにたちくらみがあるものは、回答のあつた492

例のうち17％、片親にあるものは238例（48％）である。

即ち両親にたちくらみのないものは35％と比較的少い。

　小児の酔いと父母のたちくらみとの間には軽度の関係

がみられた。即ち、酔う群では、片親又は両親ともに立

ちくらみのあるものが69～72％にみられるが、酔わない

群の父母のたちくらみ発生率は約60％と少し低率であつ

た。

　e，同胞ののりもの酔いとの関係（第18表）

　著しい相関がみられる。即ち本人が酔わない場合には

同胞も含めて酔わなないものが99％の高率を占めるのに

反し、酔うものには本人以外にも酔う頻度が高く30～40

％を占めている。

　6）　一日の中の酔いの時刻との関係（第19表）

　イ）一日の中の酔いの時刻をみると、時刻とは無関係

に酔つているものが、男女ともほぽ同じで76～74％を占

めている。
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第18表　同胞ののりもの酔い
Table18，　Sibli夏g’s　M・S　and　the　child’s　M。S

什　　～　　＋数詔％、1数欝％、 土

　男8数N　（％）
数畜翻数撫） 　女♀

数N　（％）

同胞に酔うものあり
　Sib夏ing’s　M。S（＋）

同胞に酔うものなし
　　S・M・S（一）

12　（39）

19　（61）

　　　　1
14（18）I

L5　（56）

4　（28）

10　（72）

　　　　1
7　（47）　　L　（L）

8　（53）　170　（99）

　1　（1）

L32　（99）

計　　　Tota1
31（皇。・）29（1・・）い4（1・・）15（1・・）い7L（1・・）133（L・・）

第19表　一日の中の酔いの時刻

Table19，Suffering　Time　in　a　Day

什 十 士 計　　Tota1

数澤（隻）瀟繍（隻）！数畜（瘍数爵（象）1数壽（隊），数澤（舅）1数畜（男）

あ　さMom亘ng 1（星4）
『

5（kO） 1（2）

ひ　るDay　time 一 一
5（10） 5（夏O）

夕　方Evening 一
1（監o） 2（4） 2（4）

よ　るNight 一 一 1（2） 3（6）

関係なしNo　relation 6（86） 9（90） 36（74） 4亘（78）

皇（2．5）

3（7）

4（10）

1（2．5）

32（78）

計　　TotaI
7（1・・）D・（L・。）ll49（1・・）152（1・・）li4L（1・・）

6（皇2）

9（18）

1（3）

32（67）

7（7）

8（9）

6（6）

2（2）

72（76）

48（1・・）1195（1・・）

7（6）

L4（皇3）

3（3）

4（4）

82（74）

1LO（里00）

第餌）表天候との関係
Table20．Weather　and　M・S

骨　　　　　　　　　　＋　　　　　　　　　　士 計
Tota1

数搬撒餓）数轟）1数餓）数轟）威（覧撒瓶）麟（隊）

計
Tota1 7（100）

1。（正。。）iI48（1・・） 51（1・・）136（1。。） 48（垂・。）II　gL（1・。）「而

　ロ）時刻のはつきりしているものは、全体の約％に当

るが、そのうち、ひる間と朝が多く、夕方から夜は少く

なつている。

　バ）酔いの程度と酔いの時刻をみると、酔いのひどい

ものほど、時刻とは無関係に酔う傾向がある。

　毎回酔う群では、時刻に無関係なものが男女児で86～

90％を占める。時々酔う群、稀に酔う群では、、74～78

％、倣～67％と漸減の傾向にあつた。

　7）『天候との関係（第20蓑）

　イ）酔うものの大半（男児85％、女児88％〉は天候と

無関係であつた。

　ロ）天候と関係があるものでは、雨隆りや曇天時（9

～4％）であつた。

　ハ）酔いの強さと天候では、毎回例う群は全数天候と

無関係であつたが、酔いの軽いものになるに従つて、雨

降り、曇天時に酔う率が上昇している。

　8）　酔いの誘因（第雛表）

　a．全体からみると、最も多いのは、疲れたときで、

男女ともに約4Q％を占めている◇ついでガソリソなどの

臭い、食礁のあと（26解30％）、空腹、病気のとき（24～
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畿・驚欝睡響N・動

什　　＋　　±　全数 弩
ノ00

　　第2図酔いはじめの時間
Fig．2　Time　beginn，to　su伽r　M・S

　　　　　　　（1）

対　　象　　数

甕　　れ　た　と　き
　じ　tlgue
ガソリンなどのくさいとき
Gasoline》s　stink

食　礁　の　あ　と
After　meaI

空　腹　の　と　きHunger

カゼなど病気のとき
Sick　Condition

窒気の流通が悪いとき
UneXPQsure　tO　W亘nd
ひどく．揺れるとき
Hard　V【bratLon
l人で立つているときStandmg

睡眠不良のと　き
Want　of　Sleep

つまらなし、ときUninterestlng

便通のないとき
L興ckdefecation

長時間乗つたとき
・Long　time　riding

そ　　　の　　　他Others

な　　　　　　　　し
No　cause

男
7 女劣女男女男女

10』46　　5138　　4991　11

29
30139

3940　45

14　　3024　　3529　　22

14　　5026　　2721　　3監

29　　2028　　1011　　18

29 20・20　　皇4上3
　1

10－　　88皇。1＿

2　　2一

2

23

5

3

】8

4

3

43　　4G24　　3013　　14

43　41

28　29

26　30

24　L5

20　L6

4　6

1

2

23　24

鉛％）の順に多い。その他の条件では酔いは少くなる。

　ただ、酔いの原因となるものが、みあたらないものが

約％（23～24％）にみられた。

　b．酔うときの条件に男女差は殆んどみられなかつ

た。

　c．酔いの強さと酔うときの条件については・酔いの

強いものほど、酔うときの条件が判らぬものが多く、酔

いの軽いもの程原因がはつきりする傾向がみられた。

go

θ0

勉

60

50

40

30

20

10

0

ダ

3．酔いの症状

1）　酔いはじめの時間（第22表）

（吝薙’沖一

r

（男児）

‘M）

κ

　a）のりものにのつてから酔いはじめるまでの時間は

第22表の如く、30分以内に過半数（女児では66％、男児

では56％）が酔いはじめ、以後50分までは酔いが増加し

ないが、51～60分で23～24％増加し、結局1時聞以内で

約90％に達する◇一第2図（1）　b）酔いの程度の重いも

のほど、早く酔いはじめる傾向が強い。毎回酔うもので

は20分以内に酔うものが男児34％、女児78鬼を占めるの

に比べ、峙々酔うものでは男児32％、女児43％とやや少

く、稀に酔うものでは男女児ともに約25％と少くなつて

くるo一第2図（2）

！00

90

θo

70

60

砂

40

」0

20

ノ0

～ノ0　内20　幽30　～40　酊50　噌60　幽90

一男児（M）
翅女児くF）

0
　～30
軒一
蟹；呂
蕊

（男　児）
　（M）

（2）

＾♂20　紹ノ～（分〕

　　　（物）

（支　児〕
　〔F）

～60　　61～　（介） n’30　　叩60　　61～（介）

一145一



日本総合愛育研究所紀要　　　第3集

第22表　酔いはじめの時間
Table22，　Time　beginn・tQ　su任er　after　geting　on　car

什 十 ± 計　
TotaI

数轟）1数餓）轟数轟）威（揚）数轟）［数餓）
～10分（min）

～20分

～30分

～如分

～50分

～60分

～90分

～皇20分

L（17）

L（17）

2（32）

更（17）

！（17）

2（22）

5（56）

2（22）

3（7）

lo（25）

13（32）

1（2）

2（5）

夏2（29）

7　（15）　　　　5　（16）

夏3（28）　3（9）

皇2（26）　8（25）

2（4）　　1（3）

　一　　1（3）
8（18）　　6（19）

E　（　2）　　　　4　（L3）

3（7）　　真（3）

2（4）　9（11）　H（U）
8（L9）　14（18）　26（26）

17（38）　21（27）　29（29）

2（4）　4（5）　4（4）

　一　　3（4）　　一
13（29）　19（24）　23（23）
1　（　2）　　　　5　（　6）　　　　2　（　2）

し　（　2）　　　　皇　（　1）　　　　4　（、4）

120分～ 一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

一 一　　　3（9）　　夏（2）　　3（4） 1（1）

計　　TotaI
16（夏Q・）I　g（1・・）II41（1・・） 46（夏・・）II32（1・・）145（1。・）II79（互・・）1

loo（［oo）

第23表酔いはじめの症状　　（驚鍵Xl・・）

Table23，Symptons　beginn，to　suffer

什 十 ± 4　才 5　才 6　才 　　17　才¶全数
対　　象　　数

男　　女
7　　　8

男　　女
36　　4i

男　　女
25　　34

男　　女
9　　19

男　　女
26　　41

男　　女
24　　22 暑剰器峯

嘔　　　　　気Nausea 25　　26 36　　42 60　　46 33　　21 43　　46 38　　59 45　　一 53　　44

翫驚臨変る 29　　50 45　　44 32　　32 78　　63 35　　32 29　　23 45　　20 40　　37

あくびがでるYawn 71　　38 33　　30 12　　20 22　　37 31　　22 42　　夏4 9　　20 30　　24

無　　気　　力Inactive 28　　38 33　　22 皇2　　15 44　　　42 27　　L2 4　　　L4 27　　10 22　　20

嘔　　　　　　吐Vomition 一　　　25 14　　　L5 12　　23 U　　　26 8　　　5 2互　　　5 9　　10 正3　　io

腹　　　　　痛 14　　13 互9　　10 4　　　6 U　　　iO 8　　　5 25　　　9 一　　　　　　　　　　　　　　　一 13　　　7
Stomach．ache
汗　が　で　るSweating 一　　　足3 L7　　　5 8　　15 22　　皇6 艮2　　　5 12　　　一 一　　　夏0 11　　　7

頭　　　　　痛Headache 』　　　　　　　　　　　　　　　　一 8　　10 夏2　　12 11　　一 真5　　　7 4　　　L4 一　　　20 9　　　9

眠　く　な　るSleepy
一　　　　　　　　　　　　　　　一 3　　　9 4　　　3 一　　　　　　　　　　　　　　　一 4　　　7 4　　　5 一　　　　　　　　　　　　　　　　一 4　　　5

緊　張　す　る 一　　　i3 一　　　5 一　　　　　　　　　　　　　　　　一 一　　　5 一　　　5 『　　　　　　　　　　　　　　　　一 一　　　　　　　　　　　　　　　　一 真　　　2Becometense
暑い　と　い　う
Becomehoヒ

『　　　　　　　　　　　　　　　　一 一　　　5 一　　　　　　　　　　　　　　　一 一　　　　　　　　　　　　　　　　一 一　　　　5 一　　　　　　　　　　　　　　　　一 一　　　　　　　　　　　　　　　　一 一　　　　2

そ　　の　　他Others 『　　　　　　　　　　　　　　　　一 6　　　8 4　　　3 H　　　5 4　　　6 8　　　5 一　　　　　　　　　　　　　　　　一 5　　　4

2）　酔いはじめの症状（第23表）

　a）酔いはじめの症状は、嘔気が最も多く、男児では

53％に、女児では44％にみられた◇　ついで顔色が変る

（約40％）、あくびがでる（30～24％）、無気力（約20％）

の順に多い。嘔吐、腹痛、発汗、頭痛が各々約10％にみ

られたが、その他のものの頻度は少ない。b）酔いの程

度及び年令的にこの酔いはじめの症状をみても上記以外

に特記すべきものはみられない。

3）酔つたときの症状（第24表）

　a）嘔気が最も多く、全体の約80を占める。ついであ

くびがでる（約45％）、嘔吐（37～46％）が多くみられ

発汗が約20％にみられる。ついで、腹痛、頭痛、臭いが：

鼻につく、が各々約10％にみられる。それ以外のものは

少ない。b）酔いの程度及び年令的差異とこの症状と分

聞には前記所見以外に特記する差はみられなかつた。
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第24表　酔つたときの症状

Table24，Symptom　of　M。S

（讐蝦数・・1・・）僻m雫nザsN・里・・）

対 象 敬
什 ＋　±14才5才6才7才！1全数

男　蓋器 縫網纏畜塁鑓冬II塁1奏
嘔　　　気7互　 皇ooNausea

あくびが出る　43Yawn

嘔　　　吐60Vomition

汗がでる　14Sweatin9

腹　　 痛14Stomach・ache

頭　　　痛Headache
臭ヤ、カミ鼻をこつく　　　互4　　　20

Bad　Smeliing

脳　貧　血　　　2Cerebral　Anemia

め　ま　い　M　　2Dizziness

蕊　　　寒i11　　　’

耳　な　り　　　　2ummingintheears

そ　の　他　　io20thers

10D

50

70

30

32

51

44

28

19

10

5

8080　75543338i
　　　i
50，25　36

1914　15
12981
811　gI　　　1
1014　

2

6　3　
4

6　　　2

4　6　
41

4　3

95　　　　73　　72　　　　72　　93

35　　　50　 34　　　49　 6旦

28　　　　4里　　31　　　4正　　39

29　　　27　　17　　　10　　29

12　　　5　　14　　　12　 22

12　　　17　 2　8

18　 5　7　 8　4

　14　7　
4

　　5　　　2

　　5　　　4　4

　　9　3　　　4

6　5

84

38

50

25

21

91

33

58

85

45

67

22

25　　　11

8　塾7　H

8

8　1L

87　79

43　47

37　46

21　18

14　H
lO　

8

9　 8

2　5
2　 4

2　 4

2　 2

第25表酔つたときどうすると楽になるか　（鷲誹1・・）（ギ×1・・）

Table25．How　is　t血e　lest　method　to　care　M・S

対　象　数

横に なるLie

薬 を　のむ
Take　medicine

下車す　るGeto丘
・外気にふれる
Exposetow漁
後にもたれかかる
Lean　against　back．

吐　か　せ　る
Put　to　vomit

ねむらせるPut　to　sleep

遠くの景色をみるSee
，the　disねnt　view

飲食させる　EatordrinkSometing

気をまぎらわせるDivent

何をしても楽にならない
一Not　releif
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9

4

7

6

4

3

6
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6

5

6

2

2
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2
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16943
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15　19
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男　女
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n　
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　8
11　　4

n　　4
4

7劃全数『
男　女男　女
14　767　98
35　28
2正

7　14
14　里4

7　43
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28

14　14
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7　14
7

48　38

24　20

25　i8

19　13

16　
9

10　
8

9　 5

7　 3

6　 3

3　3
12　1Q

　　　　4．　酔いの治療

1）　酔つたとき楽になる処置（第25表）

a）解答のあつた男児67人・女児98人についてみると

横になると楽になるというのが最も多く・男児の48％・

女児では38％であつた。ついで薬をのむ・下車すると答
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えたもが多く（男児24～25％、女児埠～20％）。　つづい

て外気にふれる。後にもたれかかる。吐かせる。が約10

％にみられた。何をしても楽にならないと答えたものは

約10％にみられたのは興味ある所見である。

・b）酔いの程度と処置の関係

　全体からみて、最も有効であつた「横になる」処置は

酔いの程度の重いものには効果が少なく・むしろ後にも

たれかかる方が効果があるようである。軽度の酔いでは

横になる方が最も効果的であつた。

　c）年令差と処置との関係は特にみられなかつた。

　2）　薬の服用率（第26表）

　a）酔つたときに薬をのんでいるのは211例中100例で

47．5％を占めている。

　b）酔いの程度の強いものほど服用率は高い。毎回酔

うものでは98％に、時々酔うものでは58％に、稀に酔う

ものでは41％服用している。

第26表　酔の程度と薬の服用率
Table26，　Med菱cation　and　M・S

が、特に小ラベルミソ47％、セソパー妊％が殆どを占め

ている（U3例の服薬者のうち）。

　b）薬の有効率；服薬者113例のうち、有効と答えた

ものは81例で72％の有効率を得た。しかしどの薬がよく

効いたかは、6種の薬は同じ程度に有効のようであつ

た。

　即ちトラペノレミソで昏ま73．5％をこ、セソノく一では67．5％

に有効であつた。他の薬では、例数が少ないけれども、＝

同様の効果をあげていた。

　b）酔いの程度と薬㊨効果をみた。　（第28表）

　セソパー、トラベルミソともに78～86％の間の効果率

を示していた。しかも薬の効果は酔いの程度とは無関係・

であつた。

第28表　薬の効果について
Table28，　DrugPs　Effect　for　M。S

酔の簸1酔う数

什

十

±

不明

計Tota1

L7

98

89

7

211

薬服用してい
る数

夏6

57

23

4

％

98

58

26

55

程

名

トラベルミソ セソバー

什
～

　　　　数N　％
効　　く＋　31　8L
効かない一　　7　皇9

数N　％’
23　　85

4　　互5

十 計鯛i381・。127．㎜

±

効　　く＋　　6　86

効かない一　　1　E4

7　　78

2　　　22

計鯛巨呵 9　　100

第27衷　薬の種類別服用数とその効果

Table27．D川gs　for　M・S

薬　　品　　名

ト　ラペル　ミ
Trave】mine
セ　　ソ　　　ノくSemper

救　　命
Kyumei・gan
レ　ス　タRestamine

ト　　リ　　ブ　　フTrivra

ド　ラ　マDramamine

そ　　　の　　　他Others

　計　　Tota1

3）　薬の種類と効果（第27表）

a）服周薬は第27表の如く主に6種が用いら牲ている

　酔の程度別薬の効果
（トラベルミンとセソバーについて）

ロgs　for　M・S 卜沸司セソパ」
服用件数 効　果　率

什

効　　　く＋

効かない一
不　　　明？

6　　55％　2　33．3％
2　　18％　2　33．3％、

3　　27％　2ソ
　
［
　
丸
　
ソ
　
ラ
　
ソ
　
他

53

463322

3

39（73．5％）

3正（67．5％）

3（100％）

2（66．0％）

2（100％）

1（50．0％）

3（100％）

33．3％i

計　Tota1 111Q・％16聖・。％・

÷

効　　　く＋

効かない一
不　　　明？

25　　78％　21　　8L％

5　　16％　2　　8％，
2　　6％　3　　11％’

計TotaI 32L・・％i26L・・％

±

効　　　く＋

効かない一
不　　　明？

6　　75％　7　　54勿
皇　12．5％　2　　15％

里　12，5劣　4　　3％H3 81（72．o％）

果（第27表） 計　Tota1 8里・・％い3正・・％
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w　考 按

　のりもの酔いの研究は、そののりものの利用の程度か

ら、船に関する研究が多く行われた。これらの研究は、

1932．E．・S捻rke蹴stei【14》が・“Neue　Deutsche　KI玉【1ik”

に詳細な綜説をのせている。　（Die　Seekrankheit・p・

656～689）

　しかし、のりもの酔いの総合的研究は、第二次世界大

戦中に著しい進歩をとげて、特に航空機による酔いの発

生及びその予防は軍拳上、国防上の要請として各国とも

力を入れて来た。

　のりもの酔いφ素因を発見する方法としては、オラソ

グを中心にCupolometryが開発’されたことが特築され

る。一方指導としては・　1947・L・Gay＆P・E・CaLi．

neraが偶然の機会から、抗ヒスタミソ剤の一つである

Dramamineが非常に有効であることを発見して以来、

急速に薬品の研究も行われて明るい見通しがついて来

た。

」方、最近になつて起立性循環調節障害症（0．D．と

略す）に、のりもの酔いが多いことも報じられている。

　我々は、小児の保健指導の立場から小児にのりもの酔

盲・が多いことを体験しているが、これらの疫学について

の調査は少なく、三沢、置田らの報告をみるにすぎな

いo

　しかも、これらの報告は学童～大学生の報告であり、

幼児の研究は殆んどみられない。そこで我々は、小児の

特に幼児の、のりもの酔いの疫学及び条件、症状などに

ついて謁査を行つたので報告する。

　（1）のりもの酔いの疫学

　1）　のりもの酔いの頻度及び年令差：

　4才6ヵ月～7才5カ月までの小児534例中、酔つた

ことのあるものは39．4％を占める。このうち毎回～時々

酔うものを串、男児19，2％、女児24，0％である。

　置田は、小学校～大学生までの女児の、のりもの辞い

の頻度を計U8例につき調べ平均20．9％に酔う例をみた

といい、小学生及び高校生は24．0％に、中学生及び大学

生は18～16％に酔つているというが、我々の女児の調査

では％まで同じ頻度を示しているので、幼児～大学生ま

で年令的差異はないことになる。三沢も、小～中～高校

生につき同様の頻度を出している。

　2）　男女差：

　女児の方が男児よりも、のりもの酔いにかかりやすい

といわれる。三沢は、中学生では男児は常に酔うものは

260例中0％（女児5．6劣）、時々酔うものは6％（女児18．5

％）と著しい差をみている。

　航空機の酔いでも、Lederer，Kider換6，の報告及び三

沢の報告は、ともに男児よりも女児の方が2～3倍も酔

いやすいという。

　我々の調査でも女児の方が酔いの頻度は高く、女児の

方が男児よりも約1，3倍みられた。

　3）初発年令：

　謄田は、5～10年才にピークがありこの年令は1才毎

に約10％づつを示していて、5～1Q才で67％を占めてい

るという。

　我々の調査では、2～4才が最も多く以後は減少して

いて、酔いの初発年令時が早く、乳児でも3％に酔いが

みられる。このデータの差の原因はよく判らない。、

　しかし・酔いの強いものほど初発年令が若いことは充

分に理解出来るデータと思われる。

　4）　酔いの最高時の年令調査：

　酔いの最高時の年令調査では、3～4才との答えが最

も多かつたが、置田、三沢の帳告にある通り、高校生～

大学生まで同じ頻度で酔つているとすると、我々のデ～

タでは年令が若すぎてまだよく判らないといえよう。

　（2）のりもの酔いの条件

　1〉のりものとの関係＝

　a）のりものの経験

　束京都という都会地区のためもあつて、種々ののりも

のに乗つた経験をもつている。特に飛行機18％はこの年

令としては非常に高率であり、社会的経済的に恵まれて

いるクラスが多いことを示しているといえよう。

　b）のりもの酔いの頻度

　置田は、小・中学生はバスに次いで乗馬車、高校生で

はバス又は自動車、犬学生ではバスが圧倒的に多く、電

車・汽車は少ないという。

　我々の調査でも、酔つたことのある群のうち乗用寧で

酔うものが約80％と最も多く、次いでパスが約40％であ

り、他のものは少ないのはのりものの頻度にも関連があ

ろう。

　また、電車、汽車に酔つたものは同様に3％と著しく

少なくその酔いは軽かつた。

　飛行機に酔つたものは5％にみられたが、これは

Lederer等のいう通り機種によつて酔いの頻度は異ると

みられる。

　即ち、気密が確立して空を飛ぶジエツト機では酔いは

少なく、低空を飛ぶ機種に多くみられるので、国内の航

窒機利用者の方が国際線利用者よりも酔いが多いといえ

る。
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　2）体格との関係：

　身長・体重・カウブ指数で酔いとの関連をみたが、特

蔓こ関連はみられなかつた。

　3）体質傾向との関係＝

　a）医師から今までに神経質、自律神経失調症・自家

1中轟症といわれたことのある群では酔いの頻度は著しく

高く、体貞傾向のない群の酔いの頻度は、男児29例、女

児34例に比べると約2～3倍の頻度を示している。しか

も酔いの程度の強いものが多くみられている。

　これは、遠城寺らがO．D．小児にのりもの酔いが高率

に発生している察を報告していることと関連のあるデー

タと考えられる。

　しかし、また、これらの小児がのりもの酔いの誘因と

いわれる予想・暗示・臭いなどに敏感なことも関連して

いるといわれる。

　b）小児喘息・神経性腹痛を跡えたことのある小児で

は、のりもの酔いはやや多く、体質的傾向のない群の

1．5～2倍多く発生している。

　¢）滲出性体質児では、対照群と差がなかつた。

　4）　性格との関係＝

　両親からみた小児の性格のうち・神経質と思われる群

では酔いの強いものがやや多く（普通型の約2倍）、その

他のものには差がみられなかつたが、医師と家族とが神

’経質とみる定義が異つているためかもしれない。

　5）家族との関係：

　a）よく酔う小児では、父母も同胞も酔いの頻度は高

く、特に同胞ののりもの酔いに著しくみられた。

　この成績は置田、三沢の成績と同じであつた。

　b）父母の体格、父母ともにやせ型の場合は、小児の

酔いの頻度は高い傾向にあり、父母ともに普通型と比べ

て約1．5倍に多く発生している。が、その他の組み合せ

では明らかな差はみられなかつた。

　このデータは、今までの文献にはみられないものであ

る。

　c）父母の性格、父母の性格を普通型、のんびり型、

神経質型に分けて、その小児の酔いの頻度とを比較した

が、神経質な夫婦の間にできた小児の酔いは、普通型の

夫婦の間にできた小児の酔いの2倍多くみられた。小児

の酔いに対して、父母の神経質さの影響は大きい。

　d）父母のたちくらみは、小児の酔いに対し、軽度の

影響を与えるようである。

　6）　1日の中の酔いの時刻の関係ははつき、りしないも

のが多かつたが、　この成績はLederer等が、　空酔い

（Airsickness）では・日中が多く夕方が少いという報告

とは少し異なつている。我々のデータでは酔いのひどい

ものほど、時刻とは無関係に酔つていた。

　7）　このことは、天候との関係についてもいいうる。

我々のデータでは85～88％は天候と無関係に酔つてい

る。三沢は空酔いの発生が晴天時4．6％、曇天時10．7％、

雨天時9．3％にみられたといい、L£derer等は同じく空

酔いに於いて（1949・USA．の調査）、平穏時16％、

荒天時29％、荒天と平穏の混合した時に55％の高率を示

していたというが、我々のデータとの違う原因は、対象

児ののりものが殆んど荒天でもゆれはしない地上ののり

ものであり、しかも荒天時の例がなかったなどによるの

であろう。

　3）　酔いの誘因とみられるものは、疲れ、ガソリソな

どの臭い、食事のあと、空腹、疾患のあるときに多くみ

られている。酔いの因子のうち、非迷跳性因子として嗅

覚、心理的因子があげられているが、このデータも之を

うら密きしているものと思われる。

　（3）酔いの症状

　1）酔いはじめの時間は、酔う人の約60％がのりもの

に乗つてから30分以内に、酔つていて、酔いの強いもの

ほど早く酔いはじめることが分つた。

　2）酔いはじめの症状は、嘔気、顔色が変る、あくび

がでる、無気力になるので気がつくことが多く、酔つた

ときの症状では、嘔気、嘔吐、あくびがでる、発汗が多

くみられていて、「酔つた」という認識は、主にこのよ

うな症状が現われたときに行われているようである。

Mc　Farlandはこれらの症状を順序よくまとめているか

らあげてみよう。

　①食琳をする気がなくなる。②気がふさぎ興味がなく

なる。③唾液、分泌が増加する。④眩暉、悪心、頭痛、

⑤嘔吐の順である。

　これからみると、我々のデータでは、嘔気、嘔吐の起

る以前の症状にも注目して、しらべる必要があつたので

はないかと思われるが、両親の「酔いへの認識と小児へ

の観察」の実態を伝えているデータとして興味があると

思われる。

　（4）酔いの治療

　1）　酔つたときの処置は、横にねかせる、薬をのむ、

下車する、外気にあてる、吐かせるの傾であるが、何を

しても楽にならぬと答えたのが約10％あるのは興味があ

る。酔いには、自律神経の関与が大きく、この安定がく

ずれると、自覚的に改善されにくく、本人の苦痛が和ら

げられないものと思われる。

　処置のうちで、最も多い「横になる」点については、

Howlett等は最も酔いやすいのは、両外耳道と外背部

を含む平面に垂直に加速度が加わる姿勢であるから、上
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下、垂直方向の力が働くときに最も酔いやすいという。

・故に・のりものでは・座席を後へもたれかかる位置（夢

クライニソグシートの姿勢）が最も好ましいという。

　2）薬の効果：服薬したものの約80％に酔いへの効果

をみとめている。とくにトラベルミソ及びセンパーの利

．鴇者が多い。しかし、他の薬品でも同様の効果をみてい

る。

　のりもの酔いの薬は1947年L．N，GayとP、E，Caliner

．がJohnsHQpkins大学アレルギー診療所で、璋麻疹にか

かつている一妊婦に抗ヒスタミソ剤であるDramamine

投与を行つたところ・偶然にか酔わなくなつたことか

ら、近代的研究の端が開かれた。ついで1948年11月、

・General　Ballo践号で輸送した1，366人の兵士につき・突

験を行つて、決定的な効果が確認されて以来、Dra皿a・

mineが賞用されてきた。この時は1人当り1日平均

・400mgを2日間、　6時間毎に経口的に与えたら、高度

の船酔いを示した311人中・倣かに11人を除いて・船酔

いから救われたという。

　しかし、酔つてから与えると効果は少なく、酔う前か

ら与えるべきであるという。

　薬は・Dramamineの外に・その他の抗ヒスタミソ剤

自律神経安定剤、精神安定剤も有効であろうと思われ

る。

　トラベルミンは塩酸ジフエシヒドラミソとネオフイリ

ソMを含有していて、我々の成績でも有効であつた。同

じく有効であつたセソバーの成分は、テオフイリン、ネ

オ・ベナドール、臭化水素酸スコボラミソ及びB6を含

有しているが、有効成分はネオ・ベナドールであろうか。

　我々は・以上の如く・幼児ののりもの酔いの疫学・発

生に及ぼす諸因子、治療について調査して来たが、来年

度においては、のりもの酔いの重大因子である自律神経

失調症との関連を検索し・治療を行つた成績を報告しよ

うと考えている。

V　結 論

　近時増大しつつあるといわれる幼児期ののりもの酔い

の疫学・及びその発生に及ぽす圏子・並びに治療の容態

・について調査研究を行うために、昭和40年8月現在に於

』いて、愛育病院で出生し、以後保健指導を受けている満

4～7才の小児、1，576例につきア：／ヶ一ト方式で解答

を求め・記入充分の返信のあつたもの534例につき・集

一計、分析を行つた。

　その結果

　工）　のりもの酔いの頻度と性別差；

　今までに一回以上酔つたことのある小児は534例中211

・例39，4％を占めた。このうち毎回酔うものは男児16．7

．％、女児20．1％、稀に酔うものは男児14．1％、女児19．4

．％であり女児の方が男児よりも酔いの頻度は高い。

　2）　のりもの酔いの年令的差異＝

　4才6ヵ月～6才までは殆んどみられず、各年令思と

もに男児は21～34％》女児は37～47％にみられた。ただ

7才台では酔いの頻度が上昇し、男児は76％、女児は50

．％と上昇したが、例数が少ないので実質的な差があるか

’否かは検討を要する。

　3）　酔いの初発年令＝

　男女児とも2～4才が最も多く、特に女児は1年位早

一いものが多い（男児3～4才、女児2～3才）。　しかも

・のりもの酔いの著しいものほど初発年令は早い傾向にあ

・る。

　4）酔いの最高時の年令：

　酔いの初発年令と同じ傾向を示した。

　5）　酔いののりもの別調査＝

　最もよく酔つたものは乗用車（80％）・次いでバス（42

％）・船（8％）の順である。電車・汽車は3％と著しく

少ない。飛行機では5％である。ヶ一ブルカーでの酔い

は男女とも0％であるが、ローブウエーは男児に2％み

られた（女児O％〉。

　6）　酔いと体格＝

　身長・体重・カウブ指数ともに酔いとは関係がみられ

なかつた。

　7）　体質との関係＝

　体質傾向ありの群では酔いの頻度が高く、男児38％、

女児56％である。体璽傾向なしの群の酔いの頻度は男児

29，1％、女児34．0駕である。

　この体質傾向のある群のうち、神経質、自律神経失調

症・自家中毒症に於いて酔いは著しく体質傾向なし群の

2～3倍の多きに達している。小児喘息及び神経性腹痛

にやや多い傾向をみた（約1．5～2倍）。しかし、滲出性

体質では差がみられなかつた。

　8）　本人及び父母の性格；

　本人及び父母の性格≧子どもの酔いについて分析して

みたが、本人が神経質と思われる群には酔いの強いもの

が多い傾向があづ、両親が神経質の時には、その小児の

酔いの強いものの発生は両親が普通のものの約2倍に達

した。
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　9）　父母の体格との関係；

　冬母ヶもにやせている群に、その小児の酔k・の頻度は

高かつた。

、10）　父偲の酔いと小児の酔いの関係1

　父母の酔いと小児の酔いとの関係には著しい関係がみ

られる。即ち、父母ともに酔うか、片親が酔う群の小児

には酔うものが多い。

11）　父母のたちくらみと小児の酔いとの関係：

　これにに殆んど関係がみられなかつた。

⑫）　同胞ののりもの酔いと本人の酔いとの関係＝

　著しく相関が為い。酔いの強いものには、同胞にも酔

いの％が高い。．

13）　酔いはじめの時間＝

　乗物に乗つて何分後に酔いの症状が出現するかを調べ

た結果21～30分後が最も多く男児27％、女児29％にみら

れた。次いで51～60分後に、11～20分後の順で、10分以

内で酔うものは玉1％にみられた。乗車後30分以内に酔う

ものが過半数を占めた◇

14）　のりものの場所と酔いとの関係：

　酔つたものの90％以上は場所との関係はみられなかつ

た。

15）　酔いと時閥の関係＝

　酔いと一日のうちの時間との関係について分析してみ

㊧が殆んど関係はみられなかつた。

16〉　酔いの誘因＝

　疲れたときに酔うものが最も多く、次いでガソリソの

臭い、食事の後、空腹の時、病気の峙に多くみられた

（工6～20鬼以上のものの順）が・その他の条件では少な

かつた。しかし・何の条件もなくして酔うものが23～24

％にみられた。

17）天候との関係：

　関係のないものが殆んどであるが雨降り、曇りのとき

に酔つているものが4～9％にみられている。

18）酔うときの同伴者＝

　父母同伴の時が46～49％であるが、あとのものは一定

，していない。

エ9）　酔いはじめの疾状の頻度＝

輯が最も多く・次は顔色が悪くなる・あくびがで

る、元気がなくなる、汗がでるの順で、ほかの症状は少

なくなる。

20）　酔つた時の症状：

　嘔気が最も多く約8G％を占め、次いであくびがでる及

び嘔吐・発汗で、そのほかの症状は少ない。

21）酔つたときに楽になつた処置＝

　横になるものが最も多く・次いで薬をのむ・下車す

第、3集

る。外気にふれる。後にもたれかかる・などの処置で楽に

なつている。しかしで何を．しても楽にならないものが10

～12％にみられている。

22）酔いの程度と薬の服用及び有効率≧＝

　酔つたもの211例のうち服用．したものは47，5％を占め

たが、この薬が有効であつたものは72％にのぽつた。特・

にトラベルミソ及びセソパーの服用率は高く、しかも、

ともに有効率78～86％の高さにあるが、』他の薬について

も有効例が多い。

　以上の調査成績から、F幼児期ののりもの酔いは約％み

頻度にみられ、しかも、その程度の強いものは、本人の

体質的、性格的傾向がみられ、しかも、両親、同胞にも

それと同じ傾向を認め、その治療には服薬が有効である

ことが判明した。

　我々は引きつづきv来年度の研究に於て、酔う小児に

つき体質的傾向、特に起立性循環調節障害症（0．D・と

略す）との関係を明らかにして、予防並びに積極的治療1

の方策を研究したい。

3）

療

4）
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　松　島　他　：　幼児ののりもの酔いに関する調査研究（第1報）

Study　on　the　Children　suffere（i　from　Motion・sickness

　　　I．Epidemiology，Factors，and　Treatment

Tominosuke　Matsushima，Fumiko　Miyaji，Teiko　Misawa，a鷺d　Toshie　Shira玉shi

　　We　studled歌bout　the　etiology，in且uenced　factors　and　care　from　the　enqUete　of1576childre瓶

of4～7years　old、　534enqa色tes　came　back．

　　1）frequency　of　motion・sicknessl　amQng534childrenl211cases（39・4％），ha（1history　of　M・D・

cases　of　motion・sickness　by　every　time；bQy・16．7％，gir1・20．1％，

　　2）　Vehicle　by　which　children　sufferdd；car　is　the　most　commQn（80％），bus　is　the　second（42％）。

t駈euレvessels，sh正p、　Electric　car＆trai【1are　very　few（3％），

　　3）　Constitutioロl　Children　whQ　have　sulfered　from　dysautoロomia，nervous皿ess，periodic　vomitlng

are20r3times　hig血er　than　that　of　norma亘constitution，s　grQup．

　　4）　　Hereditεlry　factor　has　very　c】osed　connectio録　with　motion・sickness・

　　5）　60～70％out　of　suffered　chUdren　began　to　s駄ow　the　symptoms　withi血30minites　after　taking

vehicles．

　　6）　MQtive；Fatigue　ls　the　highest，　then　gasoline’s　stink，after　mea1卜　hunger置sick　condition

aud　sO　Qn．

　　7）　Others　l　Symptoms　have　been　aualysed，drugs　for　them　were　discussed．
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